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令和 8年度東海村障がい者総合支援協議会 第 1回全体会議 会議録 

 

開催日時 令和8年5月26日（火）午後3時15分から午後4時45分まで 

場 所 東海村総合福祉センター「絆」多目的ホール 

出 席 者 委員 

有賀会長，有阪副会長，稲川委員，宇都宮委員，大串委員，大村委員，恩智委員， 

坂下委員，土屋委員，照沼委員，冨田委員，永山委員 *順不同 

事務局 

千葉課長，齋藤課長補佐，稲田課長補佐，黒澤係長，横山係長，福島主事 

欠 席 者 浅野委員，佐藤委員 

次   第 １ 開会 

２ 総合相談支援課長あいさつ 

３ 会長あいさつ 

４ 新委員紹介 

５ 議事 

（１）障がい者プラン策定スケジュール（案） 

（２）障がい者プラン事前アンケート調査（案） 

（３）社会部会報告 

・広報とうかいの特集 12月 10日号掲載予定「障がい者の就労と活躍」（仮題） 

・地域生活支援拠点登録状況 まつぼっくり，幸の実園，第二幸の実園 

（４）安心部会報告 

・風水害対応訓練の実施 6月 28日（日）午前中 石神・白方コミセンほか 

（５）その他 

・なごみの利活用 中高生の居場所づくり実証事業を実施予定 

６ 今後の予定 

※第1回相談支援専門員等連絡会 6月18日（木）午後４時からボランティア室 

７ 閉会 

議   事 （行頭記号：●⇒委員，○⇒事務局） 

（１）障害者プラン策定スケジュール（案） 

〇アンケート内容は前回を基本とし，質問項目を精査した。 

〇回答方法は電子申請を基本とし，協力が得られる事業所における調査票（書面）の

配布による回答と回収を併せて行いつつ，希望者には従来通りの紙面による回答も

受け付ける予定。村のホームページにアクセスして回答できる方法も考えていて，複

数の回答方法を提示し，回答者の負担を少しでも減らしたい。 

〇身体障害者手帳，療育手帳，精神保健福祉手帳，指定難病特定医療費受給者証

を持つ対象者全員（長期入所者を除く）と無作為抽出の住民へ，協力依頼文（QRコ

ード入り。調査票なし）のみを郵送する。前回調査では対象者１,７８２人，住民５００

人。 

〇調査期間は令和８年７月初旬から８月中旬で，アンケート内容は別添資料のとおり。 

〇自立支援受給者証のみ所有者へアンケートを送付すべきか。「自分は医療を受けて

いるだけで，精神障がいではない」という意見があった。 

●障害者総合支援法に規定されている。送付しても良いのでは。 

（２）障がい者プラン事前アンケート調査（案） 

〇小学校区の設問は必要か。地域的な偏りがある問題点を把握できる。 
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●東海村は面積が小さく，地域格差はないと考えられるため，設問は削除して良い。 

〇用語解説は必要か。 

●掲載ありで良いのでは。電子申請をイメージすると，リンクか巻末掲載でどうか。 

〇掲載方法については事務局で考えたい。 

●問5（用語の理解）表内の文言について，設問は後半ほど「意味」よりも「内容」にな

っている。「理解」という言葉が妥当では。 

〇「聞いたことがある」という言葉を生かすなら，「言葉を聞いたことがあり，理解して

いる」「聞いたことはあるが理解していない」「聞いたことはない」ではどうか。 

〇問5について，「発達障がい（精神発達症）」はこの表現で良いか。 

●「発達障がい」だけで良い，これだけで理解できる。 

〇問16（労働環境）の項目については，「回答者自身が障がい当事者だったらどうか」

と想定して回答することになる。 

●問16は企業側だったら回答できるが，一般住民にはどうなのか。問15（教育環境）

も同じ。項目自体は必要と考えるが。 

●問16の「ジョブコーチ」という言葉は「専門家」と置き換えてはどうか。設問は残して

おいても良いと思う。 

●雇用者の視点ではなく，同僚として一緒に働く被用者としての職場環境や，親の立

場であるなら，もう少し内容を変えても良いのではと思う。問16の11，「周囲が障が

いのことを理解してくれること」の言葉は不適切では。今は受け入れてくれる職場や

企業は増えてきていると思う。 

●「理解してくれること」は「理解すること」に改める。 

●問8（障がい者との交流）は誰を指しているのか。 

●どの障がいをイメージするのか。「障がい者」という言葉の意味はとても広い。 

〇周囲に障がい者がいないケースも想定して検討する。 

●問15の選択肢から「特にない」は外すこと。障がい児の教育環境について，何かしら

必要事項を考えて答えてもらいたい。 

●問 15 と問 16について。選択肢の「1」から順に，一般就労で稼働能力が高い人の

立場から，「5」の賃金を含めて選択肢の全体にグラデーションをかけるようにした上

で，並び方を逆にした方が良い。 

●問 32（就労支援）の「職場での障がい者への理解」は選択肢を変えること。 

●問16の「福祉的就労」という言葉は一般に馴染みがない。「就労支援事業所」「就労

先事業所」「福祉事業所」だったら理解・イメージしやすいのでは。 

●問16の「専門家など職場に慣れるまでの援助」は一般住民向けのアンケートにも入

れた方が良い。 

〇利用者の回答支援に協力が得られる事業所には，事務局が訪問して手法を協議し

たい。協議会の委員ではない事業所にも協力を呼びかけ，より多くの当事者や住民

の意見を計画に反映したいと考えている。 

〇アンケートについて気づいた点があれば，6月5日（金）までに総合相談支援課に意

見を寄せてほしい。 

（３）社会部会報告（社会部会長から報告） 

●広報とうかいの特集「障がい者の就労と活躍」（仮題）を 12月 10日号で掲載する

方向で地域戦略課と調整している。夏頃に当事者や支援者に取材が入る予定であ
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る。最近は「人」にスポットを当てて，表紙から写真を多用して 7ページほど，特集を

組んでいる。障がい者が活躍している姿を広く知ってもらいたい。障がい理解につな

がるものと期待している。 

●地域生活支援拠点に，まつぼっくり，幸の実園，第二幸の実園の３事業所が登録さ

れた。未登録事業所へは事務局から声かけ等の対応を行う。これから個人登録を進

めるにあたり，案内できるパンフレットかチラシを事務局で夏までに作成する。 

（４）安心部会報告（安心部会長から報告） 

●村で避難行動要支援者の選定基準や登録方法の見直しが進められていることか

ら，今年度はその他の避難施策に関することを中心に検討を進める。6月 28日

（日）の風水害対応訓練の見学や意見交換の場を設け，安心部会として意見をまと

めていく。 

（５）その他 

〇なごみの利活用について，中高生の居場所づくり実証事業を予定している（地域戦

略課こども・わかもの政策担当）。主に中学生を対象に，なごみ１階の部屋と中庭を

使用して７月から８月の夏休み期間に「安心して過ごせる場所」を提供するほか，10

月平日の放課後に２階の部屋で集まるようだ。 

●ボランティア団体の食事支援のためになごみの調理室を利用している。以前日中一

時支援をしていた部屋を中高生対象に開放するとは，良い取組だと思う。 

●これは決定か。 

〇実証事業としては決定だが，今後については実証事業の結果次第だろう。現在利

用している団体の活動を妨げない範囲で行う。 

●とても良い事業だと思う。 

そ の 他 〇次回は第2回全体会議を10月23日（金）午後1時30分から総合福祉センター「絆」

多目的ホールにて，第2回社会部会を9月28日（月）午後1時30分から同ボランティ

ア室にて，第2回安心部会を9月24日（木）午後1時30分から同多目的ホールにて

開催予定。 

  


